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かが明らかにされることになる。 p という信念と p という事実との聞の蹴騒が生じえない自分の心的状






























































によって、第 2 節で論じた蝶番や第 l 章で論じた規準による正当化に対しても懐疑論を創り出すことが
できることを示す (4-3節)。以上の分析を通じて、ゲーム内部の証拠によってそのゲームが成立してい
ること自体を正当化することはできないという点に懐疑論の説得力の源泉を見極めた上で、このような
































































































の考察も数多く遺しており、それらの遺稿はまとめて『心理学の哲学 最終草稿 nj (以下単に『最終











































第 3 章「確実性の章j で、論者は「世界像」を言語ゲームの基本形式において疑いを免れている世界
の恒常的あり方のモデルとして捉え直し、それが規範性と全体性をもつことから、最晩期ウイトゲン
シュタインの境位を「実践的全体論」として特徴づける。また、そこでは思考する主体としての「私」
が自然的世界の中で身体を持ち、歴史的共同体の中の個体に受肉していることが強調される。
第 4 章「他我の章」は、以上の知見を踏まえながら、「他我問題」に対する最晩期ウィトゲンシュタ
インの到達点が「馴染み深さ J を基盤にした関係性の歴史という観点から明らかにされる。さらに論者
は終章で未解決の「形而上学的可能性J が残されていることを示唆して論を閉じる。
本論文の叙述は錯綜した最晩年の遺稿の綿密な読解と先行研究の批判的検討に基づいて周到に組み立
てられており、随所に論者独自の創見が披涯されるなど、その内容がウィトゲンシュタイン研究に新た
な頁を付け加えるものであることは疑いを容れない(なお、本論文の一部は独立の論文として発表さ
れ、 2008年度の日本哲学会「若手奨励賞」を受賞した)。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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